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現在 3次元球面 S3 内の pre-fiber surfaceと呼ばれる曲面について研究している. ここでは pre-fiber surfaceの定義
と, 基本的な性質について紹介する.

1 Sutured manifold

pre-fiber surfaceを定義するために, まず sutured manifoldの定義を紹介する.
コンパクトで向き付けられた 3次元多様体M と, ∂M 内の surface γ との多様体対 (M, γ)が sutured manifoldで

あるとは, 次の (1),(2),(3)を満たすときをいう.

(1)γ はアニュラスの直和 A(γ) とトーラスの直和 T (γ)の直和である,
(2)A(γ) の各成分は sutureと呼ばれるその中心となる向きのついた単純閉曲線（その和を s(γ)と書く）
を含んでいる,
(3)R(γ) = ∂M \ Intγ とするとき, R(γ)には、∂R(γ)の各成分が s(γ) の対応する成分と γ においてホモ

ローグとなるように, 向きが入っている. (R(γ)の成分のうちで法線ベクトルが外向き, または内向きのも
の全体の和をそれぞれ R+(γ), R−(γ) と書く. ）

Sをコンパクトな surfaceで ∂S �= ∅なるものとする. このとき, M = S×[0, 1], γ = ∂S×[0, 1], R+(γ) = S×1, R−(γ) =
S × 0とすれば , (M, γ)は sutured manifold となる. このような sutured manifold のことを product sutured

manifoldと呼ぶ.
Lを S3 内の linkとし , S を Lの Seifert surfaceとする. Lの外部空間 E = E(L)と SE = S ∩ E に対し、正則

近傍対 (N, δ) = (N(SE , E), N(∂SE , ∂E))には自然に product sutured manifoldの構造が入る. N c = cl(E(L) \
N), δc = cl(∂E(L) \ δ)とし , (N c, δc)に R+(δc) = R−(δ)なる構造を入れた sutured manifold (N c, δc)のことを Sの

complementary sutured manifoldと呼ぶ.

2 Pre-fiber surface

Sを S3 内の connected Seifert surfaceとし , (N c, δc) を S に対する complementary sutured manifoldとする. い
ま, R+(δc), R−(δc)の互いに disjointな compressing disks D+, D−で次のようなものが存在するとき, Sは pre-fiber

surfaceであるという.

N cを D+ ∪ D−で切り開いて得られる多様体を N とかくとき, (N, δc)は product sutured manifold に
なっている.

そのとき, S の compressing disksで次のようなものが存在する: IntD
+∩IntD

−
= ∅, D+∩N c = D+, D

−∩N c = D−.
このようなD

+
, D

−
は pre-fiber surface S の canonical compressing disksであるという.
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図 2.1: pre-fiber surface

Pre-fiber surfaceに対して, 次のことが知られている.

定理 2.1 Sを canonical compressing disks D
+
, D

−
をもつような pre-fiber surfaceとする. aを Sに properに埋め

込まれた arcで ∂D+, ∂D−とそれぞれ一点で交わるようなものとする. このとき, aに沿って Sに ±twistを加えて得
られる surface S′は fiber surfaceである.
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図 2.2: pre-fiber surface

定理 2.2 S を canonical compressing disks D
+
, D

−
をもつような pre-fiber surfaceとする. また (N c, δc)を S の

complementary sutured manifoldとする. bを次の性質をもつ Sに attachしている bandとする.

bの core arc αに対して α ∩ N cを α′とする.
(1)α′が D+, D−と一点で交わる.
(2)N cの中に α′ ⊂ ∂Δ,Δ ∩ ∂N c = ∂Δ ∩ ∂N c = cl(∂Δ \ α′), ∂Δ ∩ R+(δc)(∂Δ ∩ R−(δc)resp.)が arcと
なるような disk Δが存在する.

そのとき Tに band bを attachして得られる surface S′は fiber surfaceである.

今後は ∂F が fibered linkでないような pre-fiber surfaceはどのようなものがあるかを考えていきたい.


